
ら
三
種
類
の
免
許
・

業
時
の
総
修
得
単
位

が
六
二
単
位
以
上
、

字
に
照
ら
せ
ば
、
本

う
。
な
お
、
教
養
科

序

私
の
勤
務
す
る
九

小
学
校
教
員
免
許
に

得
で
き
る
こ
と
に
な

保
育
者
・
教
育
者
の

と
は
い
え
、
二
年

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
過

小
学

資
格
の
取
得
を
め
ざ
し
て
い
る
の
だ
が

は
一
四
八
を
越
え
る
。
一
般
に
、
短
期

四
年
制
大
学
の
卒
業
要
件
が
一
二
六
単

学
科
の
学
生
の
時
間
割
を
あ
る
程
度
は

目
を
含
む
卒
業
必
修
科
目
以
外
の
ほ

州
女
子
短
期
大
学
初
等
教
育
科
で
は
、

加
え
、
二
〇
〇
三
年
度
入
学
生
よ
り
保

っ
た
。
乳
幼
児
期
か
ら
学
童
期
を
見
通

養
成
と
い
う
点
で
、
そ
の
意
義
は
大
き

間
で
二
免
許
一
資
格
を
取
得
す
る
と
な

密
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
現
在
、
在
学

校
国
語
科
指
導
法
の
課

｜
｜
教
員
養
成
教
育
と
保
育
者

、
そ
の
場
合
、
卒

大
学
の
卒
業
要
件

位
以
上
と
い
う
数

想
像
し
う
る
だ
ろ

と
ん
ど
が
免
許
必

（
四
六
名
）、

％
（
三
六
名

名
）」
と
い
う

ー
タ
で
あ
る

る
こ
と
、
今

従
来
の
幼
稚
園
・

育
士
の
資
格
を
取

せ
る
視
野
を
持
つ

い
と
思
わ
れ
る
。

れ
ば
、
い
き
お
い

生
の
多
く
が
こ
れ

多
く
の
講
座

年
次
の
春
期

か
ら
後
期
は

さ
れ
て
い
る

ま
た
、
昨

路
希
望
調
査

学
生
た
ち
が

題
と
実
践

養
成
教
育
の
は
ざ
ま
で
｜
｜

修
・
資
格
必

三

幼
稚
園
教
諭
三
二
・
八
％
（
四
一
名
）

）、
そ
の
他
（
他
職
種
あ
る
い
は
進

結
果
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は

か
ら
、
二
年
次
前
期
を
終
え
た
現
時
点

後
の
実
習
を
経
て
変
更
の
生
じ
て
く
る

で
出
席
も
重
視
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
学

休
暇
中
に
は
保
育
実
習

と
施
設
実
習

じ
め
に
か
け
て
保
育
実
習

、
幼
稚
園

の
で
あ
る
。

年
度
の
一
二
月
一
日
に
二
〇
〇
三
年
度

を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
（
回
答
者
一
二

第
一
志
望
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は

白

瀬

修
科
目
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
い
わ
ゆ

五
三

、
小
学
校
教
諭
二
八
・
八

学
な
ど
）
一
・
六
％
（
二

一
年
次
後
期
の
時
点
の
デ

で
既
に
若
干
の
異
同
の
あ

こ
と
も
付
言
し
て
お
く
。

期
中
の
状
況
に
加
え
、
一

、
二
年
次
の
夏
期
休
暇
中

実
習
、
小
学
校
実
習
が
配

生
を
対
象
に
卒
業
後
の
進

五
名
、
欠
席
者
三
名
）、

、「
保
育
士
三
六
・
八
％

浩

司

る
実
学
系
で
あ
る
せ
い
か
、



に
専
念
す
る
こ
と
｜

し
い
。

本
稿
で
は
、
二
〇

い
て
ま
と
め
て
お
く

学
生
た
ち
の
実
態
や

の
国
語
科
教
育
概
論

内
容
、
さ
ら
に
は
二

国
語
科
教
育
概

国
語
科
指
導
法

学
期
中
も
休
暇
中

講
座
の
中
の
一
つ
と

学
校
教
員
免
許
を
取

な
い
。
さ
ら
に
本
学

が
っ
て
、
こ
れ
ま
た

小
学
校
国

周
知
の
ご
と
く
、
保

管
）
は
管
轄
省
庁
が

す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る

野
を
め
ざ
す
学
生
が

私
の
担
当
講
座
の

で
あ
る
。

｜
あ
る
い
は
多
大
な
関
心
や
時
間
を
注

〇
三
年
度
前
期
に
担
当
し
た
国
語
科
指

こ
と
に
し
た
い
。
赴
任
一
年
目
の
四
月

囲
気
を
把
握
す
る
最
初
の
機
会
で
あ

お
よ
び
次
年
度
前
期
の
国
語
科
指
導
法

つ
の
講
座
の
連

を
定
め
る
た
め
の

論
（
書
写
を
含
む
。）

一
年
次
・
後

二
年
次
・
前

も
あ
わ
た
だ
し
く
過
ご
し
な
が
ら
、
学

し
て
国
語
科
教
育
の
講
座
に
出
会
う
。

得
す
る
に
は
複
数
の
教
科
教
育
講
座
を

の
場
合
、
保
育
関
連
の
講
座
も
目
白
押

お
そ
ら
く
当
然
な
が
ら
、
学
生
た
ち
が

語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

育
所
（
厚
生
労
働
省
所
管
）
と
幼
稚
園

異
な
る
。
そ
れ
を
承
知
の
上
で
や
や
大

保
育
分
野
を
め
ざ
す
学
生
が
七
割
近
く

三
割
弱
と
い
う
状
況
も
踏
ま
え
て
お
か

う
ち
、
小
学
校
国
語
科
教
育
関
係
の
も

ぐ
こ
と
｜
｜
は
難

導
法
の
実
践
に
つ

開
講
の
同
講
座
が
、

り
、
同
年
度
後
期

の
方
向
性
や
講
義

礎
に
な
っ
た
か
ら

き
で
あ
っ
た

同
講
座
の

許
取
得
カ
リ

ス
（
四
ク
ラ

か
れ
て
お
り

目
（
幼
稚
園

た
。
な
お
、

期
（
二
単
位
）

期
（
二
単
位
）

生
た
ち
は
幾
多
の

当
然
な
が
ら
、
小

履
修
せ
ね
ば
な
ら

し
で
あ
る
。
し
た

国
語
科
教
育
の
み

生
を
実
習
生

い
は
教
員
養

何
よ
り
も
講

り
あ
る
も
の

確
実
に
示
し

来
先
生
と
称

果
的
に
は
、

（
文
部
科
学
省
所

ま
か
な
言
い
方
を

を
占
め
、
教
育
分

ね
ば
な
る
ま
い
。

の
は
、
次
の
二
つ

で
あ
る
。

学
生
の
履

場
で
精
魂
を

と
は
、
や
は

。受
講
生
（
二
〇
〇
二
年
度
生
）
は
幼
稚

キ
ュ
ラ
ム
の
最
後
の
学
年
で
も
あ
る
。

ス
、
七
三
名
）
と
小
学
校
コ
ー
ス
（
二

、
私
の
講
座
も
こ
の
コ
ー
ス
別
に
合
わ

コ
ー
ス
）
と
第
二
時
限
目
（
小
学
校
コ

彼
女
ら
が
一
年
次
に
履
修
済
み
の
国
語

と
し
て
受
け
入
れ
て
く
れ
る
小
学
校
現

成
課
程
と
し
て
の
社
会
的
な
責
任
は
不

座
を
履
修
し
、
実
習
に
赴
く
学
生
た
ち

と
な
る
よ
う
、
伝
え
る
べ
き
事
柄
、
身

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
校
種
や
職
種

さ
れ
る
後
輩
た
ち
に
対
す
る
先
輩
と
し

私
の
当
初
の
想
像
や
予
期
に
反
し
て
、 三

１

課
題

修
環
境
が
厳
し
い
か
ら
と
い
っ
て
、
私

傾
け
て
き
た
営
み
で
あ
る
国
語
科
教
育

り
で
き
そ
う
も
な
い
。
そ
ん
な
私
の
想

園
・
小
学
校
教
員
の
二
免

二
年
次
よ
り
幼
稚
園
コ
ー

ク
ラ
ス
、
五
一
名
）
に
分

せ
て
月
曜
日
の
第
一
時
限

ー
ス
）
に
設
定
さ
れ
て
い

科
教
育
概
論
の
内
容
（
二

場
に
対
す
る
責
任
、
あ
る

可
避
に
存
在
す
る
。
い
や
、

の
学
び
や
現
場
体
験
が
実

に
つ
け
て
ほ
し
い
事
柄
は

は
ど
う
あ
れ
、
そ
れ
が
将

て
の
責
務
で
あ
ろ
う
。
結

学
生
た
ち
は
実
に
ひ
た
む

五
四

自
身
が
中
学
・
高
校
の
現

を
お
ざ
な
り
に
講
ず
る
こ

い
は
措
く
と
し
て
も
、
学



小
学
校
国

作
文
に
関
す

読
解
・
読
書

こ
と
ば
に
関

「
読
む
こ
と
」

学
習
指
導
計

講
義
日
程

言
語
生
活
と

国
語
科
教
育

国
語
教
育
の

国
語
教
育
の

国
語
科
教
育

音
声
言
語
の

講
義
概
要

「
生
き
る
力
」

語
科
指
導
の
全

導
法
」
に
つ
な

活
動
一
言
語
事

書
写
に
つ
い

る
と
と
も
に
、

〇
〇
二
年
度
シ
ラ
バ

語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

る
指
導
「
書
く
こ
と
」
の
指
導
内
容

に
関
す
る
指
導
「
読
む
こ
と
」
の
指

す
る
指
導

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

と
の
関
連
と
系
統
、
書
写
に
関
す
る

画

指
導
計
画
の
作
成
と
配
慮
事
項

国
語
科
教
育

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
意
義
と
目
的

変
遷
と
目
標

明
治
前
期
、
明
治
後

変
遷
と
目
標

昭
和
戦
前
期
、
昭
和

の
内
容
と
構
造

国
語
科
の
目
標
、
三

指
導
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の

の
育
成
と
国
語
科
教
育
の
関
連
性
に

体
像
を
把
握
さ
せ
る
。
ま
た
、
二
年
後

が
る
よ
う
、
学
習
指
導
要
領
の
国
語
科

項
ご
と
に
指
導
内
容
の
系
統
を
理
解
さ

て
は
、
硬
筆
と
毛
筆
ご
と
に
指
導
事
項

実
際
に
書
き
な
が
ら
、
指
導
内
容
の
理

ス
・
村
上
孝
枝
担
当
）
は
次
の
よ
う
でと

系
統

導
内
容
と
系
統

」「
書
く
こ
と
」

指
導
事
項
と
系
統

国
語
科
指

（
さ
ら
に
は
将

方
法
を
周
知

と
身
体
に
刻

し
方
）
や
発

、
言
語
と
生
活
、

期
、
大
正
時
代

戦
後
期

活
動
一
言
語
事
項

指
導
内
容
と
系
統

や
実
習
が
配

で
報
告
や
発

前
期
）
の
初

た
と
こ
ろ
、

小
学
校
現
場

こ
れ
も
や
む

ら
、
や
は
り

触
れ
な
が
ら
、
国

期
の
「
国
語
科
指

改
訂
に
沿
い
、
三

せ
る
。

の
系
統
を
お
さ
え

解
に
努
め
さ
せ
る
。

硬
筆

硬
筆

毛
筆

毛
筆

受
講
生
た

学
習
指
導
要

一
通
り
こ
な

あ
る
。

国
語

三

導
法
の
講
座
で
は
、
第
一
に
、
教
育

来
の
現
場
実
践
に

が
る
よ
う
な
）

す
る
こ
と
、
第
二
に
、
そ
れ
を
実
際
に

ま
せ
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。
す
な
わ

問
、
教
室
で
の
目
配
り
、
板
書
（
字
の

さ
れ
る
短
大
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
や
む

表
を
す
る
経
験
に
乏
し
い
。
事
前
事
後

回
に
、
一
人
ず
つ
教
壇
に
立
た
せ
て
一

ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
私
の
想
像
を
は
る

で
授
業
が
で
き
る
の
か
と
こ
ち
ら
が
不

な
き
こ
と
に
属
す
る
が
、
前
年
度
に
一

学
習
指
導
案
を
満
足
に
書
け
る
状
態
で

書
写

一

二
学
年
の
指
導
目
標
と

書
写

三

六
学
年
の
指
導
目
標
と

書
写

三

四
学
年
の
指
導
目
標
と

書
写

五

六
学
年
の
指
導
目
標
と

ち
は
、
書
写
の
実
技
を
除
け
ば
、
国
語

領
、
学
習
指
導
案
、
授
業
形
態
な
ど
に

し
て
き
て
い
る
。
た
だ
、
一
年
次
に
講

科
指
導
の
方
法

指
導
法
の
種
類
と
内

五
五

実
習
で
困
ら
な
い
程
度
の

指
導
技
術
と
授
業
研
究
の

身
に
し
み
る
か
た
ち
で
心

ち
、
授
業
時
の
発
声
（
話

大
き
さ
・
分
量
・
身
体
の

を
得
な
い
も
の
の
、
人
前

指
導
の
講
座
（
二
年
次
・

分
間
の
自
己
紹
介
を
さ
せ

か
に
越
え
る
緊
張
ぶ
り
で
、

安
に
な
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

度
扱
っ
た
き
り
で
あ
る
か

も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

内
容
、
指
導
例
と
実
技

内
容
、
指
導
例
と
実
技

内
容
、
指
導
例
と
実
技

内
容
、
指
導
例
と
実
技

科
教
育
の
意
義
や
歴
史
、

つ
い
て
、
座
学
と
し
て
は

義
中
心
、
二
年
次
に
演
習

容
、
評
価
と
指
導
法



事
例

太

指
導
技
法
□１

学
習
指
導
要

授
業
者
と
し

事
例

新

指
導
技
法
□２

学
習
指
導
要

二
〇
〇
三
年
度
の

品
（
教
材
）
を
扱
い

一
事
項
の
復
習
を
適

挙
し
て
お
く
。

教
室
で
作
品

事
例

鎌

国
語
科
指
導

小
学
校
国

開
き
方
）、
机
間
指
導

導
案
の
作
成
と
、
そ

る
。
そ
の
上
で
、
こ

ち
で
講
座
を
展
開
し

２

宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』
の
授
業
（
中
学

授
業
者
と
し
て
の
話
し
方
、
発
問
の

領

指
導
目
標
「
話
す
こ
と
・
聞
く

て
自
分
な
り
の
教
材
観
を
持
つ
た
め
に

美
南
吉
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
の
授
業
（
小

授
業
者
に
よ
る
範
読
、
板
書
の
仕
方

領

指
導
目
標
「
書
く
こ
と
」

国
語
科
指
導
法
で
は
、
授
業
事
例
と
し

な
が
ら
、
指
導
技
法
の
説
明
や
学
習
指

宜
お
こ
な
っ
た
。
各
回
の
講
義
資
料
の

を
《
読
む
》
と
い
う
こ
と

田
敏
夫
『
会
い
た
い
』
の
授
業
（
高
校

書
の
《
正
解
》
は
一
例
に
過
ぎ
な
い

語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

な
ど
指
導
技
術
一
般
を
も
視
野
に
入

れ
に
絡
む
作
品
（
教
材
）
の
読
み
方
の

れ
ら
全
て
が
模
擬
授
業
に
集
約
さ
れ
て

て
い
こ
う
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。

概
要

校
一
年
）

仕
方

こ
と
」

学
校
四
年
）

事
例

保
育

ば
）

説
明

事
例

高
校
・
中

て
次
の
よ
う
な
作

導
要
領
の
三
領
域

標
題
と
と
も
に
列

一
年
）

指
導

指
導

学
習

単
元

事
例

年
）

国
語

れ
つ
つ
、
学
習
指

習
得
を
軸
に
据
え

い
く
よ
う
な
か
た

『
ご

指
導

計
画

学
習

主
人

事
例

ロ
シ
ア
民
話
『
お
お
き
な
か
ぶ
』

指
導
案
事
例

絵
本
『
お
お
き
な
か
ぶ

文
教
材
の
学
習
指
導
案

中
村
桂
子
『
か
ら
だ
を
守
る
し
く

模
擬
授
業

学
校
教
材
か
ら
小
学
校
教
材
と
い
う
流

案
作
成
演
習

（『
モ
チ
モ
チ
の
木
』

技
法
□３

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
作
り
方

指
導
要
領

言
語
事
項

（
単
元
学
習
）
を
構
想
し
、
設
計
す
る

新
美
南
吉
『
手
ぶ
く
ろ
を
買
い

科
学
習
指
導
案
と
保
育
指
導
案

三

ん
ぎ
つ
ね
』
の
主
題
に
迫
る

案
作
成
演
習

（『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
教

）指
導
要
領

指
導
目
標
「
読
む
こ
と

公
の
変
化
・
成
長
を
捉
え
る

斎
藤
隆
介
『
モ
チ
モ
チ
の
木
』
の（

小
学
校
一
年
）

』
を
読
む
（
領
域
・
こ
と

み
』（
小
学
校
四
年
）

れ
を
設
定
し
た
の
は
、
生

本
時
案
）

に
』
の
授
業
（
小
学
校
三

五
六

材
観
・
学
習
目
標
・
指
導

」授
業
（
小
学
校
三
年
）



小
学
校
国

指
導
計
画
、

本

方
法
）
と
い
っ
た
一

ご
と
く
、
ま
ず
は
『

次
に
『
モ
チ
モ
チ
の

を
課
し
た
。
こ
れ
ら

実
習
時
に
指
導
案

に
学
習
指
導
案
例
を

度
か
こ
な
さ
ぬ
か
ぎ

そ
ん
な
わ
け
で
、
学

で
も
ら
っ
た
。

指
導
案
の
項
目
と

書
名
、

教
材
名
、

え
る
授
業
者
と
し
て

し
た
た
め
で
あ
る
。

と
保
育
指
導
案
（
幼

時
に
、
言
葉
の
領
域

と
考
え
て
の
こ
と
で

３

徒
・
児
童
と
同
じ
よ

語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

時
の
学
習
活
動
（

目
標
・

展
開
・

般
的
な
も
の
を
周
知
し
て
あ
る
。
前
章

ご
ん
ぎ
つ
ね
』
の
教
材
観
・
学
習
目
標

木
』
の
本
時
案
（
目
標
・
展
開
・
評
価

は
受
講
生
が
各
自
で
仕
上
げ
て
提
出
、

を
作
成
す
る
一
助
と
な
る
よ
う
、
各
事

資
料
と
し
て
添
付
し
た
が
、
指
導
案
は

り
、
な
か
な
か
書
け
る
よ
う
に
は
な
ら

生
た
ち
に
は
都
合
三
度
の
学
習
指
導
案

し
て
は
、

日
時
、

担
当
学
級
、

教
材
観
、

児
童
観
（
学
級
の
様
子

作
品
を
読
む
立
場
へ
と
視
座
の
転
換
を

さ
ら
に
、『
お
お
き
な
か
ぶ
』
の
学
習

稚
園
）
を
対
置
し
た
の
は
、
そ
の
差
異

に
関
わ
る
学
び
の
共
通
性
と

が
り
を

あ
っ
た
。

学
習
指
導
案

う
に
一
読
者
と
し
て
作
品
を
読
む
立
場

評
価
の
観
点
と

の
一
覧
に
示
し
た

・
指
導
計
画
を
、

の
観
点
と
方
法
）

そ
れ
を
私
が
添
削

の
カ
リ
キ
ュ

実
習
の
査
定

だ
か
ら
、
前

て
お
く
必
要

し
を
提
示
す

例
（
教
材
）
ご
と

実
際
に
自
分
で
何

な
い
も
の
で
あ
る
。

作
成
に
取
り
組
ん

単
元
名
、

教
科

）、

学
習
目
標
、

こ
の

し
た

こ
の

っ
て

え
て

国
語
科
教

得
意
だ
っ
た

促
す
こ
と
を
企
図

指
導
案
（
小
学
校
）

を
踏
ま
え
る
と
同

見
通
し
て
ほ
し
い

業
に
備
え
て

作
成
す
る
作

締
切
は
全
班

全
員
に
配
布

や
や
公
式

を
提
示
す
る

作
品

か
ら
、
児
童
に
教

し
て
返
却
す

三

ラ
ム
で
は
国
語
科
に
割
か
れ
る
時
間
数

授
業
も
国
語
で
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が

掲

と
の
絡
み
で
教
材
研
究
段
階
で
の

が
あ
っ
た
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
ほ
か
な
か
っ
た

教
材
を
ど
の
よ
う
な
作
品
と
し
て
捉
え

作
品
構
造
や
作
品
の
主
題
を
述
べ
る
。

教
材
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
こ

ほ
し
い
か
。
あ
る
い
は
、
自
分
自
身
が

い
き
た
い
と
思
う
の
は
ど
ん
な
点
か
。

員
を
め
ざ
す
集
団
で
は
な
い
の
で
、
児

と
い
う
学
生
ば
か
り
で
は
当
然
な
い
。

『
手
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
』
の
指
導
案
を

業
に
入
っ
て
い
く
（
作
成
期
間
に
不
公

同
日
と
し
た
）。
こ
ち
ら
は
、
各
班
の

さ
れ
て
い
る
（
資
料
１
）。

め
く
が
、
教
材
観
に
つ
い
て
は
、
学
生

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

の
あ
ら
す
じ
を
簡
潔
に
整
理
す
る
。

る
と
い
う
か
た
ち
を
取
っ
た
。
こ
の
作

五
七

が
最
も
多
い
の
で
あ
り
、

多
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。

作
品
の
読
み
方
を
指
導
し

ま
た
公
式
め
い
た
も
の
さ

。 て
い
る
か
、
自
身
の
把
握

と
を
感
じ
取
り
、
学
び
取

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
考

童
・
生
徒
時
代
に
国
語
が

し
か
し
な
が
ら
、
小
学
校

班
ご
と
に
話
し
合
い
つ
つ

平
の
生
じ
ぬ
よ
う
、
提
出

模
擬
授
業
の
際
、
受
講
生

た
ち
に
次
の
よ
う
な
三
点

業
を
経
た
上
で
、
模
擬
授



く
題
名
が
作
品
内
容

た
い
誰
の
心
情
の
吐

れ
メ
ロ
ス
』、
小
学
校

ん
な
木
か
、
と
疑
問

の
ま
ま
児
童
へ
の
問

ち
な
み
に
、『
モ
チ

じ
さ
ま
（
祖
父
）
に

分
析
さ
せ
る
作
業
を

は
教
室
で
よ
く

童
た
ち
に
題
名
か
ら

な
り
合
う
。
そ
れ
を

け
で
あ
る
。〈
ご
ん

み
ん
な
で
力
を
合
わ

く
ろ
を
買
い
に

行

小
学
校
国

と
も
あ
れ
、
教
材

み
方
）
と
最
も
直
接

さ
を
指
摘
す
る
向
き

作
品
の
題
名

こ
の
物
語
は

と
い
う
二
つ
を
も
の

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が

露
な
の
か
（『
会
い
た
い
』）、
な
ぜ
命

教
材
『
つ
り
橋
わ
た
れ
』）、『
モ
チ
モ

に
転
化
す
る
だ
け
で
教
材
研
究
の
手
が

い
か
け
や
授
業
の
方
向
づ
け
に
な
る
場

モ
チ
の
木
』
と
い
う
の
は
〈
ト
チ
の

そ
の
実
を
使
っ
て
餅
を
作
っ
て
も
ら
っ

繰
り
返
す
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

行
わ
れ
る
題
名
読
み
｜
｜
初
発
段
階
で

連
想
す
る
こ
と
を
自
由
に
発
言
さ
せ
る

教
材
既
読
の
授
業
者
の
立
場
で
捉
え
て

と
い
う
名
の
〈
き
つ
ね

の
話
、〈
お

せ
て
引
き
抜
く
話
、
子
ぎ
つ
ね
が
ひ
と

く
話
と
い
っ
た
具
合
に
、
多
く
の
場
合

語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

観
を
ま
と
め
る
作
業
が
、
教
材
研
究
の

的
に
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
は
間
違
い
な

は
あ
ろ
う
が
、
学
生
た
ち
に
は
、

は
本
文
の
ど
の
部
分
と
ど
う
関
わ
り
合

ど
ん
な
箱
に
入
っ
て
い
る
か
。

さ
し
と
し
て
示
し
な
が
ら
、
事
例
で
取

、
例
え
ば
、
い
っ

令
文
な
の
か
（『
走

チ
の
木
』
と
は
ど

か
り
と
な
り
、
そ

合
も
あ
る
。

木

の
こ
と
で
、

て
い
た
主
人
公
・

部
）
と
い
う

う
指
示
し
た

変
化
型
（

に
何
ら
か
の

語
科
教
材
の

大
雑
把
に

『
ご
ん
ぎ
つ
ね

、
教
材
未
読
の
児

｜
｜
の
作
業
と
重

お
こ
う
と
い
う
わ

お
き
な
か
ぶ

を

り
で
町
へ
〈
手
ぶ

、
何
の
変
哲
も
な

い
、
豆
太
は

ま
の
急
病
を

モ
チ
の
木

す
る
か
た
ち

で
あ
る
。

は
教
材

箱
の
入
口
（

仕
方
（
作
品
の
読

い
。
そ
の
不
十
分

っ
て
い
る
か
。

り
上
げ
た
教
材
を

豆
太
が
〈
モ

る
。
こ
の
題

木

に
対
す

る
が
、
夜
は

二
十
日
の
晩

に
灯
が
と
も

言
い
方
で
、
ま
ず
箱
の
入
口
と
出
口
の

。
そ
し
て
、
入
口
と
出
口
が
、
反
復

）
で
あ
れ
、
そ
の
出
口
に
辿
り
着

事
件
と
主
人
公
の
変
化
・
成
長
が
織
り

パ
タ
ー
ン
で
あ
る
、
と
。

し
か
触
れ
得
な
い
が
、
小
学
校
国
語
科

』
に
お
け
る
ご
ん
の
兵
十
へ
の
行
為

自
分
が
見
る
こ
と
な
ど
到
底
で
き
な
い

救
う
た
め
医
者
を
呼
び
に
裸
足
で
夜
道

に
灯
が
と
も
る
の
を
目
撃
す
る
こ
と
な

で
〈
モ
チ
モ
チ
の
木

が
織
り
込
ま
れ

の
作
品
構
造
を
捉
え
る
と
い
う
こ
と
で

作
品
の
冒
頭
部
）・
箱
の
中
身
（
展
開 三

チ
モ
チ
の
木

と
称
し
て
い
た
こ
と
が

名
に
関
わ
る
事
柄
を
拾
っ
て
い
く
と
、

る
豆
太
の
態
度
が
違
う
こ
と
（
昼
間
は

木
の
た
た
ず
ま
い
を
怖
れ
て
一
人
で
小

に
た
っ
た
一
人
の
勇
気
あ
る
子
ど
も
だ

る
の
を
目
撃
で
き
る
こ
と
（
そ
れ
を
目

呼
応
関
係
を
お
さ
え
る
よ

型
（

）
で
あ
れ
、

く
ま
で
の
展
開
部
（

）

込
ま
れ
る
の
が
小
学
校
国

の
授
業
で
、
例
え
ば
、

を
「
一
方
的
で
、
身
勝
手

と
感
じ
て
い
る
）、
じ
さ

を
走
っ
た
豆
太
が
〈
モ
チ

ど
、
物
語
の
展
開
に
即
応

て
い
る
の
に
気
づ
く
は
ず

あ
る
。
学
生
た
ち
に
は
、

部
）・
箱
の
出
口
（
結
末

五
八

作
品
本
文
か
ら
確
認
で
き

昼
と
夜
で
〈
モ
チ
モ
チ
の

木
に
対
し
て
い
ば
っ
て
い

便
に
行
け
な
い
）、
霜
月

け
が
〈
モ
チ
モ
チ
の
木

撃
し
た
亡
父
や
祖
父
と
違



小
学
校
国
語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

資
料
１

１

三
五
九

第
三
時
間

初

第
二
次

聞
い
た
り

第
四
時
間

雪

○

そ
の
場
の
状
況

九
、
指
導
計
画
（
全
十

第
一
次

全
文
を
通

第
一
時
間

全

第
二
時
間

登
発
の
感
想

読
ん
だ
り

の
森
の
美

や
目
的
に

時
間
）

読
し
、
初

文
を
通
読

場
人
物
を

七
、
児
童
観
（
今
回
は

八
、
学
習
目
標

○

場
面
の
移
り
変

○

文
章
全
体
に
お

省
略
）

わ
り
や
情

け
る
段
落

か
ら
、

し
た
内

し
い
情

応
じ
た

発
感
想

し
、
初

お
さ
え

景
を
、

の
役
割

て
出
会
う
時
と
重
な

近
な
家
族
や
友
だ
ち

六
、
教
材
観

き
つ
ね
の
親
子
は

で
、
子
ぎ
つ
ね
だ
け

え
た
。

雪
の
森
や
町
の
灯

取
ら
せ
た
い
。
子
ぎ

り
合
う
だ

と
の
出
会

寒
い
冬
を

で
手
ぶ
く

な
ど
比
喩

つ
ね
が
町

三
、
単
元
名

場
面

四
、
教
科
書
名
『
新

五
、
教
材
名

手
ぶ

の
よ
う
す

し
い
国
語

く
ろ
を
買

ろ
う
。

い
に
つ

乗
り
越

ろ
を
買

や
擬
人

で
見
聞

を
思
い

三
下

い
に

一
、
日

時

二
〇

二
、
担
当
学
級

九
女

資
料
１

国
語
科
学
習

国
語
科
学
習
指

〇
三
年
（

短
大
附
属

指
導
案

導
案

平
成
十

小
学
校

学
習
課
題
を
作
る
。

容
に
つ
い
て
想
像
し
、
感

景
と
子
ぎ
つ
ね
に
対
す
る

適
切
な
音
量
や
速
さ
で
話

を
も
と
に
学
習
の
見
通
し

発
の
感
想
を
書
く
。

、
あ
ら
す
じ
を
捉
え
る
。

想
を
ま
と

母
ぎ
つ
ね

す
こ
と
が

を
持
つ
。

叙
述
を
も
と
に
想
像
し
な

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
が
ら
読
む

る
よ
う
に

め
た
り

の
気
持

で
き
る

こ
と
が

す
る
。

最
初
の
出
会
い
方
で
相

い
て
見
つ
め
な
お
す
機
会

え
よ
う
と
、
町
へ
手
ぶ

い
に
行
か
せ
る
こ
と
に

法
を
使
っ
た
美
し
い
情

き
し
た
人
間
（
帽
子
屋

手
の
印
象

に
し
た
い

く
ろ
を
買

し
た
。
母

景
描
写
を

、
家
の
中

う
か
べ
な
が
ら
読
も
う

』（
東
京
書
籍
）

（
新
美
南
吉
）

（
付
属
読
書は

違
う

。
い
に
行

ぎ
つ
ね

味
わ
う

の
母
子

資
料
・

五
年
）
六
月
十
六
日
（
月

三
年
二
組
（
男
十
二
名
、
）
第
一
時

女
十
四
名
限、

計
二

、
自
分
な
ら
ど
う
す
る

ち
を
想
像
す
る
。

。

か
な
ど
考

で
き
る
。

え
る
。

し
、
誰
か
と
出
会
う
こ
と

こ
う
と
す
る
。
し
か
し
、

は
子
ぎ
つ
ね
の
片
方
の
手

と
と
も
に
、
母
子
ぎ
つ
ね

）
の
印
象
や
母
ぎ
つ
ね
の

で
自
分
も

母
ぎ
つ
ね

を
人
間
の

の
ふ
れ
あ

人
間
に
対

物
語
）

変
わ
る

は
人
間

手
に
変

い
や
母

す
る
考

十
六
名
）

授指
業
者

導
教

こ
と
が
あ
る
。
本
教
材

不
信
で
あ
り
、
町
へ
行

え
、
白
銅
貨
を
渡
し
、

子
ぎ
つ
ね
の
人
間
に
対

え
方
は
、
子
ど
も
た
ち

の
読
み
取

く
こ
と
が

帽
子
屋
ま

す
る
気
持

が
自
分
以

り
を
通

で
き
な

で
の
道

ち
の
違

外
の
誰

清
水
淑
子
・
安
達

清

春
佳
・

口

官

白
瀬
浩
司

教
諭

麻
友
・
吉

奈
緒
・
伊
田
久
美

美
花
野

し
て
、
身

い
。
そ
こ

の
り
を
教

い
を
読
み

か
と
初
め

子
実
習
生



小
学
校
国
語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

資
料
１

２

三
六
〇

開展

３

母
ぎ

っ
た
理

４

自
分

ぎ
つ
ね

る
。

つ
ね
が
町

由
が
わ
か

が
傍
線
を

の
足
が
す

の
灯
を

る
所
に

引
い
た

く
ん
で

目
標

町
の
灯
を
見
て
、

展
開

過
程入導

１

前
時

２

指
名

足
が
す
く学

の
場
面
を

読
み
で
、

る

十
、
本
時
の
学
習
活
動
。（

第
六
時
間
）

ん
で
し

習
思
い
出

三

四

第
五
時
間

夜

第
六
時
間

町

第
七
時
間

き

第
八
時
間

子

第
四
次

こ
れ
ま
で

第
九
時
間

心

第
五
次

言
語
事
項

第
十
時
間

新
の
雪
の
野

の
灯
を
見

つ
ね
の
手

ぎ
つ
ね
の

読
み
取
っ

に
強
く
残

と
発
展

出
漢
字
を

原
の
情

て
足
が

を
出
し

人
間
に

た
内
容

っ
た
こ

筆
順
に

見
て
足
が
す
く
ん
で
し
ま

傍
線
を
引
く
。

所
を
確
認
し
な
が
ら
、
母

し
ま
っ
た
理
由
を
発
表
す

分

ね
の
気
な
ぜ

本
時

机
間

に
は

児
童

《
板
書町

に
間
に

人
間

ま
っ
た
母
ぎ
つ
ね
の
気
持

活

動

す
。

人
が
順
番
に
音
読
す
る
。

ち
と
、

時
間分

初
め
て
町

手
ぶ

登
場

《
本
時

景
や
手
ぶ
く
ろ
を
買
い
に

す
く
ん
で
し
ま
っ
た
母
ぎ

た
子
ぎ
つ
ね
の
様
子
や
、

対
す
る
気
持
ち
の
変
化
を

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
他

と
を
話
し
合
い
、
第
二
次

注
意
し
て
練
習
し
、
重

出
か
け

つ
ね
の

手
ぶ
く

読
み
取

の
児
童

感
想
文

要
語
句
を

よ
う
と
す

気
持
ち
と

ろ
を
売
っ

る
。
ま
た

の
意
見
を

を
書
き
、

使
っ
た

の
め
あ
て
を
ノ
ー
ト
に
書

指
導
を
し
な
が
ら
、
き
ち

助
言
す
る
。

の
発
言
を
板
書
す
る
。

》お
友
だ
ち
と
出
か
け
た

さ
ん
ざ
ん
追
い
ま
く
ら

は
、
つ
か
ま
え
て
お
り

か
せ
る
。

ん
と
線
を

時
、
お
友

れ
て
、
命

の
中
に
入

持
ち
を
想
像
し
よ
う
。

母
ぎ
つ
ね
は
町
の
灯
を
見
て
足
が

引
い
て

だ
ち
が

か
ら
が

れ
る
こ

す
く
ん

を
見
た
子
ぎ
つ
ね
の
驚

く
ろ
を
買
い
に
親
子
ぎ
つ

人
物
や
場
面
の
状
況
を
考

の
め
あ
て
》

き
を
想
像

指

導

ね
が
町
に

え
な
が
ら

す
る
。

上出
か
け

読
ま
せ

る
親
子
ぎ
つ
ね
の
様
子

、
初
め
て
町
を
見
た
子

た
帽
子
屋
の
人
柄
に
つ

、
子
ぎ
つ
ね
の
話
を
聞

聞
く
。
最
後
に
自
分
の

初
発
感
想
と
読
み
比
べ

短
文
作
り
を
す
る
。
作
者 を

想
像
す

ぎ
つ
ね
の

い
て
読
み

い
た
母
ぎ

感
想
を
ま

る
。の

他
の

る
。

驚
き
を

取
る
。

つ
ね
の

と
め
る

作
品
や
、

い
る
か
確
認
す
る
。
な
か

あ
ひ
る
を
ぬ
す
も
う
と
し

ら
逃
げ
た
か
ら
。

わ
い
も
の
と
思
っ
て
い
る

な
か
線▼

た
の
を
見

か
ら
。

で
し
ま
っ
た
の
か
、
ま
た
初
め
て
町を

引
け

評
価
の

つ
か
っ

を
見
た

の

留

意

点

た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る

る
。

。

想
像
す
る
。（
本
時
）

人
間
に
対
す
る
考
え
方
の

。動
物
を
主
人
公
に
し
た

変
化
を
読

他
の
作
者

み
取
る

の
作
品

な
い
児
童

観
点て

、
人

子
ぎ
つ

。を
紹
介
す
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ま
ん
き
み
こ
）
初
読

う
初
発
感
想
に
対
し

と
す
る
感
想
が
出
て

時
に
「
豆
太
は
勇
気

授
業
者
が
仕
掛
け
る

な
も
の
」
と
す
る
読

語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

後
の
大
勢
を
占
め
る
「
ほ
の
ぼ
の
と
温

、
少
数
派
な
が
ら
「
ど
こ
と
な
く
不
安

く
る
こ
と
も
あ
る
。

『
モ
チ
モ
チ
の

の
あ
る
子
ど
も
か
、
臆
病
な
子
ど
も
か

こ
と
が
ま
ま
あ
る
。

み
の
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

『

か
い
物
語
」
と
い

で
寂
し
い
物
語
」

木
』
の
読
解
終
了

」
と
い
う
議
論
を

語
と
し
て
設

語
り
手
が
兵

的
で
身
勝
手

い
る
と
い
う

そ
れ
ぞ
れ
の

白
い
ぼ
う
し
』（
あ

こ
れ
ら
は

資
料
１

３

三

定
さ
れ
た
冒
頭
部
を
踏
ま
え
る
こ
と
で

十
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
う
る
点

な
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
兵
十
が
そ

こ
と
の
証
左
と
な
る
）、

松
井
さ
ん

温
か
い
母
子
の
つ
な
が
り
が
描
か
れ
て

教
材
研
究
の
段
階
で
作
品
の
構
造
｜

六
一

、
遡
れ
ば
そ
の
最
初
の

（
ご
ん
の
行
為
が
仮
に
一
方

れ
を
確
か
に
受
け
と
め
て

・
男
の
子
・
蝶
（
女
の
子
）

い
る
と
同
時
に
、
母
か
ら

｜

語
り
伝
え
ら
れ
た
物

母
ぎ
つ
ね
が
町

母
ぎ
つ
ね
の
思

初
め
て
子
ぎ
つ

子
ぎ
つ
ね
に
な

結終

７

子
ぎ

え
る
。

評
価
の
観
点
と
方

の
灯
を
見

い
を
お
さ

ね
が
町
を

っ
た
つ
も

つ
ね
を
送
り

法

て
、
足

え
、
自

見
た
気

り
で
、

出
す

５

初
め

い
る
所

６

発
表

て
町
を
見
た

に
傍
線
を
引

す
る
。

子
ぎ

く
。

が
す
く
ん
で
し
ま
っ
た
理

分
な
り
に
ま
と
め
る
こ
と

持
ち
が
表
れ
て
い
る
所
に

子
ぎ
つ
ね
の
気
持
ち
を
想

母
ぎ
つ
ね
の
気
持
ち
を
考

由
を
書
い

が
で
き
た

傍
線
を
引

像
す
る
こ

分５

て
い
る

か
。

く
こ
と

と
が
で

母
ぎ

子
ぎ 町

に
子
ぎ

つ
ね
の
気
持
ち
が
表
れ
て

机
間

に
は

児
童

《
板
書町

の

母
ぎ

文
に
傍
線
を
引
く
こ
と

が
で
き
た
か
。

き
た
か
。

つ
ね
が
不
安
を
持
っ
て
い

つ
ね
は
無
事
に
手
ぶ
く
ろ

が
で
き
た
か

る
こ
と
に

を
買
う
こ

は
じ
め
て
出
て
き
た
子

つ
ね
に
な
っ
た
つ
も
り
で ぎ

つ
ね
に
は

、
気
持
ち

。
気
づ
か

と
が
で

そ
れ

を
想
像

指
導
を
し
な
が
ら
、
き
ち

助
言
を
す
る
。

の
発
言
を
板
書
す
る
。

》灯
に
は
、
星
と
同
じ
よ

つ
ね
が
人
間
に
対
し
て
ど

ん
と
線
を

う
に
赤
い
の

ん
な
思
い

引
い
て

や
黄

を
持
っ

せ
る
。

き
る
か
問
い
か
け
る
。

ら
の
も
の
が
い
っ
た
い
何

さ
せ
る
。

で
あ
る
の▼

評
（
清

か
わ
か

価
の

い
る
か
確
認
す
る
。
な
か

色
い
の
や
青
い
の
が
あ
る

て
い
る
か
気
づ
か
せ
る
。

な
か
線
を

▼
評

ん
だ
な
。 ▼

評
引
け

価
の

価
の

書

伊
美
）

ら
な
い
。

観
点

な
い
児
童

観
点

観
点



起
こ
す

ま
っ
た
く
、

も
な
っ
た
ん
だ

て
い
い
。（
中
略

豆
太
が
「
じ
さ

ょ
ん
べ
ん
か
。」

か
り
で
あ
る
。

に

木

と
〈
じ
さ
ま

同
時
に
豆
太
を
養
い

授
業
を
閉
じ
た
い
と

と
こ
ろ
で
、『
モ
チ

て
い
る
。
引
用
は
光

《
冒
頭
部
》
豆
太
は
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送
ら
れ
た
夏
み
か
ん

化
身
の
女
の
子
）
と

冒
頭
と
結
末
の
み

の
祖
父
を
救
う
た
め

怖
よ
り
も
祖
父
を
失

点
｜
｜
を
し
っ
か
り

。豆
太
ほ
ど
お
く
び
ょ
う
な
や
つ
は
い
な

か
ら
、
夜
中
に
、
一
人
で
せ
っ
ち
ん
ぐ

）
じ
さ
ま
は
、
ぐ
っ
す
り
ね
む
っ
て

ま
ぁ
。」
っ
て
、
ど
ん
な
に
小
さ
い
声

と
、
す
ぐ
目
を
さ
ま
し
て
く
れ
る
。

つ
い
て
は
む
し
ろ
、
豆
太
に
と
っ
て

に
共
通
す
る
属
性
（

勇
気
を
象
徴
・

は
ぐ
く
む
も
の
）
を
児
童
た
ち
に
気
づ

私
は
考
え
て
い
る
。

モ
チ
の
木
』
の
場
合
、
物
語
は
次
の

村
図
書
『
国
語
三
下

あ
お
ぞ
ら
』
収

臆
病
で
、
夜
中
に
雪
隠
へ
行
く
時
、

語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

（
松
井
さ
ん
）・
捕
ま
え
た
蝶
（
男
の

そ
れ
ぞ
れ
が
何
か
を
失
う
さ
ま
が
描
か

な
ら
ず
、
豆
太
の
勇
気
あ
る
行
動
の
ご

医
者
を
呼
び
に
夜
道
を
走
っ
た
場
面
に

う
恐
怖
が
勝
っ
た
」
と
す
る
語
り
が
織

と
捉
え
て
お
け
ば
、
適
否
を
判
じ
て
対

い
。
も
う
五
つ
に

ら
い
に
行
け
た
っ

い
る
真
夜
中
に
、

で
言
っ
て
も
、「
し

入
口
と
出

た
だ
し
、
冒

出
た
解
釈
｜

じ
さ
ま
の
か

で
あ
る
｜
｜

豆
太
の
内
面

教
材
研
究

の
〈
モ
チ
モ
チ
の

体
現
す
る
も
の
、

か
せ
た
と
こ
ろ
で

よ
う
な
箱
に
入
っ

載
本
文
に
拠
っ
た
。

必
ず
じ
さ
ま
を

き
走
っ

す
き
な

き
な
き

《
結
末
部
》

｜
｜

ら
、「
じ

子
）・
迷
子
（
蝶
の

れ
て
も
い
る
点
、

と
く
見
え
る
急
病

さ
え
「
夜
道
の
恐

り
込
ま
れ
て
い
る

処
し
う
る
問
題
ば

《
展
開
部
》

と
う

た
。
霜

口
は
い
わ
ば

と
い
う
反
復
の

頭
部
と
結
末
部
の
反
復
に
つ
い
て
、
講

｜
事
件
後
に
豆
太
が
甘
え
る
行
為
は
、

け
が
え
の
な
さ
に
改
め
て
気
づ
い
た
彼

を
私
は
支
持
し
た
い
。
変
わ
ら
ず
繰
り

の
変
化
を
看
取
す
る
読
み
で
あ
る
。

や
授
業
準
備
は
周
到
に
な
さ
れ
ね
ば
な

た
。
い
た
く
て
、
寒
く
て
、
こ
わ
か
っ

じ
さ
ま
の
死
ん
じ
ま
う
ほ
う
が
、
も
っ

ふ
も
と
の
医
者
様
へ
走
っ
た
。

豆
太
は
、
夜
中
に
雪
隠
へ
行
く
時
、

そ
れ
で
も
、
豆
太
は
、
じ
さ
ま
が
元
気

さ
ま
ぁ
。」
と
、
し
ょ
ん
べ
ん
に
じ
さ 三

じ
さ
ま
の
異
変
に
気
づ
い
た
豆
太
は

え
に
夜
道
を
走
る
。
そ
の
帰
途
、
モ

も
る
の
を
目
撃
す
る
。

げ
の
下
り
の
坂
道
は
、
一
面
の
真
っ
白

が
足
に
か
み
つ
い
た
。
足
か
ら
は
血
が

か
た
ち
を
取
っ
て
い
る
。

義
の
際
に
学
生
た
ち
か
ら

或
る
夜
の
事
件
を
通
じ
て
、

の
幼
く
拙
い
愛
情
表
現

返
さ
れ
る
日
常
の
背
後
に
、

ら
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は

た
か
ら
な
ぁ
。
で
も
、
大

と
こ
わ
か
っ
た
か
ら
、
な

じ
さ
ま
を
起
こ
す
。

に
な
る
と
、
そ
の
ば
ん
か

ま
を
起
こ
し
た
と
さ
。

六
二

、
裸
足
で
医
者
様
を
迎

チ
モ
チ
の
木
に
灯
が
と

い
霜
で
、
雪
み
た
い
だ
っ

出
た
。
豆
太
は
、
な
き
な
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も
ち
ろ
ん
、
例
外

次
か
ら
机
を
並
べ
て

ラ
ス
で
あ
っ
て
も
顔

際
の
と
こ
ろ
、
学
生

開
始
の
時
点
で
は
座

の
つ
な
が
り
、
等
々

れ
続
け
る
こ
と
で
も

４

四
月
開
講
の
時
点

う
で
お
こ
な
い
、
同

配
慮
し
た
。

て
な
い
。
作
品
を
読

ち
に
知
っ
て
も
ら
う

い
で
少
数
の
子
ど
も

ま
た
、
授
業
の
落
と

は
な
く
、
子
ど
も
た

け
て
い
き
た
い
。
こ

｜
｜
教
材
作
品
や
、

授
業
者
の
成
果
報
告

語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

は
あ
る
も
の
の
、
学
生
た
ち
の
交
友
範

学
ん
で
き
て
い
て
も
名
前
を
知
ら
な
い

と
名
前
が
一
致
し
な
い
と
い
っ
た
こ
と

た
ち
に
講
座
の
座
席
表
を
配
布
し
た
の

席
表
が
な
け
れ
ば
指
名
が
で
き
な
い
と

｜
｜
と
い
か
に
向
き
合
い
、
い
か
に
切

あ
る
。

模
擬
授
業

で
、
座
席
指
定
と
班
編
制
（
一
班
六

ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
が
同
じ
班

ん
だ
り
、
自
分
を
表
現
す
る
こ
と
の
楽

た
め
で
あ
り
、
授
業
者
が
作
品
を
捉
え

の
意
見
表
明
を
踏
み
つ
ぶ
し
て
し
ま
わ

し
ど
こ
ろ
を
学
校
知
や
世
間
的
な
徳
目

ち
の
実
感
や
現
実
生
活
と
切
り
結
ぶ
も

の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
授
業

眼
前
の
子
ど
も
た
ち
、
家
族
・
友
人
・

と
し
て
眼
前
の
子
ど
も
た
ち
に
披
瀝
す

囲
は
狭
い
。
一
年

、
あ
る
い
は
同
ク

は
多
々
あ
る
。
実

だ
が
、
模
擬
授
業

い
う
状
態
で
あ
っ

お
か
ね
ば
な

模
擬
授
業

評
価
を
七
項

し
た
。

《
授
業
者
の

り
結
ぶ
か
が
問
わ

七
名
）
を
私
の
ほ

に
固
ま
ら
ぬ
よ
う

顔
と
名
前
を

模
擬
授
業

担
当
す
る
。

点
で
の
授
業

（
模
擬
授
業
で

複
数
回
ベ
ル

結
局
の
と
こ

し
さ
を
子
ど
も
た

き
れ
て
い
な
い
せ

な
い
た
め
で
あ
る
。

に
と
ど
め
る
の
で

の
と
し
て
位
置
づ

者
が
自
身
の
現
実

同
僚
や
、
社
会
と

ち
の
（
学
級

の
合
わ
ぬ
先

て
町
へ
出
て

会
い
を
設
定

ぐ
る
議
論
と

余
談
な
が
ら

連
休
明
け
ま

る
た
め
で
は
決
し

た
。
そ
れ
で

三

ら
な
い
。

の
評
価
事
項
と
し
て
、
次
の
ご
と
く
、

目
、
班
と
し
て
の
一
時
間
の
授
業
に
対

個
別
評
価
》

覚
え
、
学
級
運
営
の
心
づ
も
り
で
臨
ん

は
一
班
が
六

七
名
で
リ
レ
ー
す
る
形

一
人
あ
た
り
の
持
ち
時
間
は
七
分
程
度

進
度
が
必
ず
し
も
指
導
案
の
予
定
通

は
一
人
に
つ
き
、
五
分
経
過
時
点
で

を
鳴
ら
し
、
そ
の
段
階
で
強
制
交
代
と

ろ
、
自
班
の
授
業
の
流
れ
を
担
当
者
全

）
集
団
を
つ
く
る
現
場
に
身
を
置
く
こ

輩
や
同
僚
と
同
学
年
を
担
当
す
る
機
会

〈
人
間

と
出
会
う
〈
子
ぎ
つ
ね

よ

し
、
既
存
の
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
は
な

模
擬
授
業
の
準
備
に
取
り
組
ま
せ
る
こ

、
週
一
回
の
講
座
二
コ
マ
で
は
あ
っ
た

で
に
学
生
の
顔
写
真
コ
ピ
ー
と
座
席
表

も
彼
女
た
ち
は
、
幼
稚
園
で
あ
れ
、
小

六
三

個
々
の
授
業
者
に
対
す
る

す
る
評
価
を
三
項
目
設
定

で
い
る
。

で
一
時
間
（
四
五
分
）
を

と
な
る
が
、
交
代
す
る
時

り
に
行
く
と
は
限
ら
な
い

一
回
、
七
分
経
過
時
点
で

し
た
）。
し
た
が
っ
て
、

員
が
き
ち
ん
と
踏
ま
え
て

と
に
な
る
の
だ
し
、
そ
り

も
必
ず
訪
れ
る
。
は
じ
め

ろ
し
く
、
は
じ
め
て
の
出

い
メ
ン
バ
ー
と
教
材
を
め

と
を
企
図
し
た
の
で
あ
る
。

が
、
私
と
し
て
も
、
五
月

を
突
き
合
わ
せ
て
全
員
の

学
校
で
あ
れ
、
子
ど
も
た



全
体
の
流

こ
れ
ら
の
多
く
は

授
業
の
時
、
全
受
講

せ
る
こ
と
に
な
る
。

配
布
し
た
上
で
、
記

観
実
習
で
現
場
教
員

実
習
や
査
定
授
業
で

整
理
の
仕

○
授
業
内
容

発
問
や
説

児
童
か
ら

《
班
全
体
の
評
価
》

一
時
間
の

授
業
の
進

小
学
校
国

○
授
業
姿
勢
な

声
の
大
き

話
す
速
さ

目
配
り
（

○
板
書文

字
の
大

れ
は
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
か
（
班
メ
ン
バ

指
導
技
法
と
し
て
既
に
講
じ
て
き
た
こ

生
（
児
童
役
）
に
各
事
項
を
そ
れ
ぞ
れ

学
生
た
ち
に
は
事
前
に
模
擬
授
業
評
価

入
の
仕
方
を
確
認
し
た
。
こ
れ
は
教
育

の
授
業
を
ど
の
よ
う
な
観
点
で
見
る
の

自
分
の
ど
ん
な
点
が
見
ら
れ
る
の
か
を

方
や
分
量
（
図
表
や
色
チ
ョ
ー
ク
の
使

明
の
わ
か
り
や
す
さ
（
担
当
学
年
の
児

の
質
問
や
予
期
せ
ぬ
反
応
へ
の
対
処

分
量
は
適
当
だ
っ
た
か
（
時
間
内
に
こ

め
方
は
良
か
っ
た
か
（
独
自
の
工
夫
は

語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

どさ
（
教
室
全
体
に
指
示
が
届
い
て
い
る

（
担
当
学
年
の
児
童
に
適
当
か
）

し
っ
か
り
と
教
室
全
体
の
児
童
を
見
て

き
さ
（
大
き
過
ぎ
た
り
小
さ
過
ぎ
ず
、

ー
の
連

）

と
で
あ
り
、
模
擬

五
段
階
で
評
価
さ

票
（
資
料
２
）
を

実
習
の
際
に
、
参

か
、
逆
に
、
授
業

意
識
化
す
る
こ
と

る
の
で
あ
っ

模
擬
授
業

は
り
伝
わ
っ

こ
と
が
支
え

挙
動
不
審
な

感
と
達
成
感

放
し
で
喜
べ

い
方
な
ど
）

童
に
適
当
か
）

な
せ
る
分
量
か
）

あ
る
か
）

場
を
行
き
来

ず
で
あ
る
。

か
く
て
、

の
学
習
指
導

か
つ
班
で
の

観
や
本
時
案

の
合
間
や
講

か
）

い
る
か
）

適
当
か
）

に
も
な
る
。

実
習
の
際

を
参
観
す
る

も
、
自
分
な

板
書
は
こ
の

ら
、
学
生
た

た
。

当
日
。
学
生
た
ち
の
緊
張
ぶ
り
は
、
最

て
く
る
。
そ
れ
で
も
、
班
で
の
取
り
組

と
な
り
、
あ
る
程
度
の
水
準
で
や
り
お

ど
と
お
互
い
に
言
い
募
り
な
が
ら
も
、

が
漂
う
。
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て

る
出
来
と
は
言
い
得
な
い
に
せ
よ
、
当

し
な
が
ら
、
多
く
の
授
業
を
参
観
で
き

指
導
要
領
の
復
習
や
指
導
案
作
成
演
習

案
は
作
成
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
指

議
論
を
踏
ま
え
て
一
時
間
の
担
当
授
業

を
め
ぐ
る
熱
い
議
論
や
、
模
擬
授
業
の

義
を
終
え
た
夜
の
教
室
で
、
私
は
し
ば 三

に
も
、
ま
た
教
員
に
な
っ
て
し
ま
え
ば

機
会
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
た
と
え
未

ら
ば
こ
う
説
明
す
る
と
か
、
あ
の
発
問

く
ら
い
が
見
映
え
が
す
る
と
か
、
得
る

ち
に
と
っ
て
、
今
回
の
模
擬
授
業
は
児

後
列
で
見
て
い
て
も
、
や

み
ゆ
え
、
独
り
で
は
な
い

お
せ
た
。
講
義
終
了
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
顔
に
は
安
堵

の
教
壇
体
験
で
あ
り
、
手

初
の
狙
い
ど
お
り
、
概
ね
、

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
は

を
踏
ま
え
た
上
で
、
各
班

導
技
術
に
留
意
し
、
な
お

は
リ
レ
ー
さ
れ
る
。
教
材

予
行
演
習
の
姿
を
、
講
義

し
ば
垣
間
見
る
こ
と
に
な

六
四

な
お
さ
ら
、
他
人
の
授
業

熟
な
者
同
士
で
は
あ
っ
て

や
対
応
は
使
え
る
と
か
、

も
の
は
沢
山
あ
る
。
だ
か

童
の
立
場
・
授
業
者
の
立
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だ
し
、
そ
れ
は
決
し

同
じ
試
練
に
立
ち
向

て
い
る
。

ー
ス
に
一
名
い
た
。

学
生
た
ち
か
ら
提

に
授
業
者
別
に
裁
断

っ
た
。
厳
し
い
言
葉

て
く
る
。
そ
れ
で
も

い
る
と
感
じ
た
点
を

す
る
よ
う
求
め
た
。

打
ち
合
わ
せ
不
足
に

し
、
個
別
に
は
幼
稚

班
の
メ
ン
バ
ー
に
連

お
こ
う
。
な
お
、
前

対
応
、
後
者
の
班
は

直
し
を
命
じ
ら
れ
た

る
な
ら
ば
、
熱
を
お

実
習
で
困
ら
な
い
程

語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

て
あ
ら
さ
が
し
の
言
葉
と
し
て
で
は
な

か
う
身
の
、
真
摯
さ
と
共
感
に
満
ち
て

出
さ
れ
た
模
擬
授
業
評
価
票
は
、
私
が

し
、
短
冊
の
束
と
し
て
一
人
ひ
と
り
の

を
書
き
連
ね
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
、
自

な
お
、
馴
れ
合
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
け

素
直
に
認
め
、
改
善
の
必
要
を
感
じ
た

だ
か
ら
、
か
な
り
手
厳
し
い
一
言
感
想

や
り
直
し
を
命
じ
た
班
も
小
学
校
コ
ー

園
コ
ー
ス
で
模
擬
授
業
担
当
日
に
遅
刻

絡
な
く
欠
席
し
た
者
が
一
名
あ
っ
た
こ

者
の
班
は
、
遅
刻
者
が
来
る
ま
で
担
当

出
席
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
や
り
く
り
し
て

班
も
二
度
目
は
無
事
に
ク
リ
ア
し
て
い

し
て
出
席
し
、
模
擬
授
業
を
こ
な
し
た

度
に
は
か
た
ち
に
な
っ
て
い
た
。
と
は

く
、
同
じ
立
場
で

い
た
と
私
は
感
じ

て
、
若
干
の

小
学
校
実

中
学
年
教
材

の
ク
ラ
ス
に

含
め
て
考
え

チ
ェ
ッ
ク
し
た
後

手
許
に
渡
っ
て
い

分
に
も
は
ね
返
っ

で
な
く
、
優
れ
て

点
も
率
直
に
指
摘

も
あ
っ
た
が
、
た

う
流
れ
に
な

国
語
科
指

ナ
ス
項
目
が

る
、
と
い
う

定
の
満
足
と

さ
て
、
本

を
踏
ま
え
、

ス
に
一
班
あ
っ
た

し
た
者
が
一
名
、

と
も
付
け
加
え
て

順
を
入
れ
替
え
て

対
応
し
た
。
や
り

る
。
余
談
を
重
ね

学
生
も
幼
稚
園
コ

模
擬
授
業

最
終
日
に
私

め
、
大
学
・

ッ
ク
ア
ン
ケ

ー
ト
の
内
容

に
回
答
し
、

い
え
、
あ
ま
り
の

三

修
正
事
項
と
と
も
に
、
い
ま
次
の
よ
う

習
で
は
中
学
年
（
三

四
年
生
）
を
担

を
中
心
に
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
少
数

当
た
る
学
生
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
と

れ
ば
、
現
行
の
低
・
高
学
年
教
材
に
触

っ
て
い
る
。

導
法
の
講
座
評
価
は
、
私
の
担
当
す
る

少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
デ
ー

よ
り
も
む
し
ろ
、
自
身
の
取
り
組
み
に

自
己
評
価
と
が
反
映
さ
れ
た
も
の
だ
と

講
座
の
取
り
組
み
（
お
よ
び
受
講
生
た

一
年
次
の
国
語
科
教
育
概
論
と
二
年
次

結
評
価
に
取
り
組
ん
で
観
察
眼
を
養
っ
て

の
授
業
評
価
を
お
こ
な
う
。
本
学
で
は

短
大
合
同
自
己
点
検
・
評
価
委
員
会
に

ー
ト
」
が
各
学
期
末
に
実
施
さ
れ
て
い

は
後
掲
（
資
料
３
）
の
ご
と
く
で
、
学

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
さ
れ
た
デ
ー
タ
が

六
七

な
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
。

当
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

な
が
ら
低
学
年
や
高
学
年

、
将
来
の
現
場
実
践
ま
で

れ
る
機
会
を
も
っ
と
設
け

他
講
座
に
比
べ
る
と
マ
イ

タ
に
は
私
の
講
座
に
対
す

対
す
る
受
講
生
た
ち
の
一

受
け
と
め
て
い
る
。

ち
の
小
学
校
教
育
実
習
）

の
国
語
科
指
導
法
に
つ
い

き
た
学
生
た
ち
は
、
講
座

授
業
改
善
に
役
立
て
る
た

よ
る
「
授
業
フ
ィ
ー
ド
バ

る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ン
ケ

生
個
々
が
マ
ー
ク
シ
ー
ト

教
員
の
手
許
へ
届
く
と
い



最
後
に
、
本
稿
で

コ
ー
ス
と
小
学
校
コ

に
』）
に
違
い
の
見
ら

幼
稚
園
コ
ー
ス
の

で
た
た
ず
む
帽
子
屋

の
姿
な
ど
を
模
造
紙

一
方
、
小
学
校
コ
ー

小
学
校
に
よ
っ
て

一
年
次
に
一
般
的
な

げ
の
意
味
で
二
回
の

二
回
は
時
間
を
確
保

導
技
法
の
周
知
と
そ

り
）
を
一
年
次
の
段

ム
ー
ズ
に

が
る
よ

小
学
校
国

て
も
よ
い
。
だ
か
ら

を
持
ち
込
む
必
要
は

益
で
あ
ろ
う
。
一
年

講
ず
る
こ
と
を
考
え

っ
た
が
、
可
能
な
ら

た
い
と
こ
ろ
で
あ
る

取
り
上
げ
た
二
〇
〇
三
年
度
の
講
座
に

ー
ス
と
で
模
擬
授
業
（
新
美
南
吉
『

れ
た
点
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

学
生
た
ち
は
、
雪
景
色
や
母
子
ぎ
つ
ね

と
子
ぎ
つ
ね
、
窓
の
中
の
人
間
の
母
子

に
描
い
て
き
て
視
覚
的
に
理
解
さ
せ
よ

ス
の
学
生
は
児
童
に
配
布
す
る
ワ
ー
ク

は
学
習
指
導
案
の
細
案
を
求
め
る
現
場

指
導
案
の
形
式
で
二
回
、
二
年
次
に
そ

演
習
を
課
し
た
後
、
細
案
の
書
き
方
に

し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
指
導
案
作
成

れ
に
関
わ
る
演
習
（
壇
上
で
の
板
書

階
で
体
験
さ
せ
て
お
く
ほ
う
が
二
年
次

う
に
思
わ
れ
る
。

語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

、
導
入
の
段
階
で
わ
ざ
わ
ざ
中
学
・
高

な
く
、
す
べ
て
小
学
校
教
材
を
配
す
る

次
の
概
論
に
お
い
て
も
、
具
体
的
な
教

て
い
る
。
ま
た
、
今
回
は
説
明
文
教
材

ば
、
説
明
文
教
材
を
二
篇
、
韻
文
教
材

。

お
い
て
、
幼
稚
園

手
ぶ
く
ろ
を
買
い

、
戸
口
を
は
さ
ん

と
外
の
子
ぎ
つ
ね

う
と
工
夫
す
る
。

シ
ー
ト
を
作
成
し
、

験
し
て
い
く

最
終
講
義

童
把
握
の
重

年
に
お
い
て

多
々
あ
る
こ

活
用
・
応
用

私
自
身
は

も
あ
っ
た
た
め
、

の
再
確
認
と
仕
上

つ
い
て
も
、
一

演
習
を
含
め
、
指

・
話
し
方
・
目
配

の
模
擬
授
業
に
ス

も
た
ち
と
接

想
定
す
る
場

現
実
的
で
あ

と
は
い
え

一
連
の
講
座

居
、
エ
プ
ロ

学
び
つ
つ
、

校
の
国
語
科
教
材

ほ
う
が
む
し
ろ
有

材
を
提
示
し
つ
つ

は
一
篇
に
と
ど
ま

を
一
篇
ほ
ど
扱
い

場
面
の
様
子

ト
に
工
夫
を

し
て
用
い
て

こ
れ
ら
は

指
導
的
で
、

よ
う
に
、
幼

の
で
、
こ
の
差
異
は
や
が
て
互
い
に
埋

時
に
、
講
評
と
し
て
両
ク
ラ
ス
の
違
い

要
性
を
再
説
し
た
。
同
時
に
、
小
学
校

は
、
視
覚
に
訴
え
て
理
解
を
促
す
と
い

と
、
受
講
生
た
ち
の
持
つ
保
育
に
関
す

し
う
る
こ
と
を
説
い
た
の
だ
っ
た
。

、
中
学
・
高
校
の
現
場
に
身
を
置
き
な

す
る
機
会
を
持
つ
た
め
、
模
擬
授
業
で

合
、（
年
齢
層
は
当
然
異
な
る
も
の
の

っ
た
と
、
む
し
ろ
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う

、
基
本
的
に
は
二
年
次
終
了
ま
で
に
全

を
履
修
し
、
手
遊
び
や
遊
戯
指
導
、
絵

ン
シ
ア
タ
ー
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
立
絵

幼
稚
園
実
習
や
小
学
校
実
習
（
子
ど
も 三

や
登
場
人
物
の
心
情
が
対
比
し
や
す
い

凝
ら
す
。
こ
ち
ら
は
模
造
紙
を
黒
板
掲

い
る
。

、
用
意
さ
れ
た
補
助
教
材
に
関
す
る
差

後
者
は
学
習
指
導
的
と
も
言
え
そ
う
だ

稚
園
コ
ー
ス
の
学
生
た
ち
は
い
ち
早
く

ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

を
取
り
上
げ
、
学
級
の
児

の
、
と
り
わ
け
低
・
中
学

う
手
法
が
有
効
な
場
面
の

る
知
見
と
技
術
を
大
胆
に

が
ら
、
国
語
科
教
室
に
、

小
学
校
三
年
生
の
教
室
を

）
思
い
描
く
子
ど
も
像
が

。員
が
保
育
指
導
に
関
す
る

本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝

紙
芝
居
）
な
ど
の
技
術
を

た
ち
と
の
出
会
い
）
を
経

六
八

よ
う
に
図
表
の
レ
イ
ア
ウ

示
用
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と

異
で
あ
る
。
前
者
は
保
育

が
、
注
記
（
注

）
し
た

附
属
園
に
出
向
い
て
子
ど
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資料３ 授業フィードバッ

．

１．授業を履修した理由

専門的知識・技能の習
将来的評価
卒業要件単位取得のた
資格取得のため

クア

共通

（複

得

め

ンケー

事項の

数回答

授業内容に対する興味
なんとなく
わからない

ト（講義評価）結果
回答数＝幼

評価

可）

稚園

幼

コース

稚園コ

名，小学校コース 名

ース 小学校コース

％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％

２．授業への出席状況

一度も欠席しなかった
１ ２回欠席した
３ ４回欠席した
あまり出席しなかった

３．１ 授業に対する満

満足

足度

出席率

やや満足
やや不満足
不満足

大 小

％ ％
％ ％
％ ％
％ ％

大 小

％ ％
％ ％
％ ％
％ ％

３．２ 授業に対し満足

先生に熱意が感じられ
授業のレベルが自分に
現場で役立つ内容だっ
受講生の人数が適切だ
休講が少なかった
説明がわかりやすかっ
授業が楽しかった
授業内容がシラバスと

して

た
合っ
た
った

た

一致

いる理

ていた

してい
学生の質問に対し的確
先生が優しかった

３．３ 授業に対して満

に答

足し

えてく

ていな

由（複数回答可）

た
れた

い理由（複数回答可）

％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％

先生に熱意が感じられ
授業のレベルが違いす
授業がつまらなかった
現場で役に立ちそうに
受講生の人数が多すぎ
開始・終了時刻が守ら
説明がわかりにくかっ
授業が一方通行だった
授業内容がシラバスと

なか
ぎた

ない
た
れて
た

異な

った

内容だ

いなか

ってい
先生が厳しすぎた

４．１ 授業に創意工夫が感じられ

った

った

た

たか

％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％

感じられた
やや感じられた

出席率 大 小 大 小

％ ％
％ ％



小
学
校
国
語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

資
料
２

２

三
七
〇

あまり感じられな
感じられなかった

４．２ 授業に創意

板書がわかりやす
資料・プリント等
視聴覚機器の活用
標本，模型等教具
興味を持つような

４．３ 授業に創意

かった

工夫が感

かった
の活用が
が効果的
の活用が
具体例が

工夫が感

じられ

効果的
だった
効果的
多かっ

じられ

板書が読みにくか
授業が系統だって

った
いなかった

た理由（複数回答可）

だった

だった
た

なかった理由（複数回答可）

％
％

％
％
％
％
％

％
％

％
％
％
％
％

％
％

％
％

この授業には資料
視聴覚機器を活用
授業が一方通行だ
興味を持つような
教員の授業に対す
教員の研究不足が

５．１ 学生の授業

よく理解できた

が必要だ
してほし
った
具体例が
る準備が
感じられ

に対する

出

った
かった

なかっ
不十分
た

理解度

席率

理解できた
あまりよく理解で
理解できなかった

きなかった

た
であった

大 小

％
％
％
％
％
％

大 小

％

％
％
％
％
％
％

％
％
％
％

％
％
％

５．２ 授業がよく

内容が自分のレベ
内容が体系的だっ
先生の話し方が明
先生の話し方が親
予習・復習が十分
補助教材が適切だ
授業に興味があっ

理解でき

ルに合っ
た
瞭でわか
切・丁寧
だった
った
た

私語が少なく，授業に集中

５．３ 授業がよく

内容が難しかった

理解でき

た理由

ていた

りやす
だった

できた

なかっ

（複数回答可）

かった

た理由（複数回答可）

％
％
％
％
％
％
％

％
％
％
％
％
％
％

％ ％

％ ％
内容が体系的でな
先生の話し方が不
先生の話し方が不
自分に授業に対す
予習・復習が不十
補助教材が適切で
授業が一方通行だ
授業に興味がなか
私語が多く，授業

かった
明瞭だっ
親切だっ
る基礎学
分だった
なかった
った
った
に集中で

た
た
力が欠

きなか

６．授業で啓発や知

よく受けた
受けた

的刺激を受けた

けていた

った

か

％
％
％
％
％
％
％
％
％

％
％
％
％
％
％
％
％
％

％
％

％
％

どちらともいえな
あまり受けなかっ
受けなかった

い
た

％
％
％

％
％
％



小
学
校
国
語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

資
料
３

３

三
七
一

．講

１．授業の課題は明確であ

そう思う
ややそう思う
どちらともいえない
あまりそう思わない

義と

っ

しての

た

そう思わない

２．教員の熱意が感じられ

そう思う
ややそう思う

る授業だ

回答数＝幼稚

評価

園

幼

コース

稚園コ

った

名，小学校コース 名

ース 小学校コース

％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％

％ ％
％ ％

どちらともいえない
あまりそう思わない
そう思わない

３．授業の進め方（進度・

そう思う
ややそう思う
どちらともいえない

ペース）

あまりそう思わない
そう思わない

４．使用した教科書・参考

そう思う

書は役に

が適切であった

立った

％ ％
％ ％
％ ％

％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％

％ ％
ややそう思う
どちらともいえない
あまりそう思わない
そう思わない

５．専門的な理論や概念を

そう思う
ややそう思う

わかりや

どちらともいえない
あまりそう思わない
そう思わない

６．授業内容の理解のために，視聴

すく説明していた

いた覚教材が十分に活用されて

％ ％
％ ％
％ ％
％ ％

％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％

そう思う
ややそう思う
どちらともいえない
あまりそう思わない
そう思わない

７．授業の内容は有益だっ

そう思う
ややそう思う

た

どちらともいえない
あまりそう思わない
そう思わない

％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％

％ ％
％ ％
％ ％
％ ％
％ ％



伝
え
る
作
業
に
連
な

は
ざ
ま
で
国
語
科
教

ほ
か
な
ら
な
い
。

注

も
ち
ろ
ん
、
多

学
部
で
担
当
し
た

が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ

語
科
教
室
に
持
ち
込

い
た
も
の
が
、
実
は

論
、
な
い
の
で
あ
る

そ
れ
で
も
、
国
語

が
保
育
分
野
の
活
動

学
生
た
ち
に
言
葉
の

小
学
校
国

声
を
出
す
こ
と
、
身

足
り
な
い
と
感
じ
て

あ
る
）。
こ
の
こ
と
に

名
さ
れ
て
も
消
え
入

す
る
し
、
例
え
ば
、

な
り
、
も
し
く
は
収

る
し
、
内
的
に
は
教
員
養
成
教
育
と
保

育
に
つ
い
て
考
え
る
一
つ
の
糸
口
を
得

く
の
講
座
の
中
の
一
つ
と
い
う
点
で
は
、
か

国
語
科
教
育
の
講
座
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

ん
、
保
育
の
知
見
や
技
術
を
そ
の
ま
ま

む
と
い
う
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
ま
た

保
育
活
動
で
あ
っ
た
な
ど
と
い
う
単
純

。科
教
室
で
私
の
抱
い
た
不
足
感
・
欠
如

と
響
き
合
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
発

領
域
に
関
わ
る
学
び
は

が
っ
て
い
る

語
科
指
導
法
の
課
題
と
実
践

体
を
動
か
す
こ
と
、
自
分
以
外
の
何
か

き
て
い
た
（
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
保
育

つ
い
て
は
別
の
機
会
に
詳
述
す
る
が

る
よ
う
な
声
し
か
出
せ
な
か
っ
た
生
徒

中
学
・
高
校
の
国
語
科
教
科
書
に
戯
曲

載
さ
れ
て
い
て
も
授
業
で
取
り
扱
わ
れ

育
者
養
成
教
育
の

た
と
い
う
こ
と
に

つ
て
同
志
社
大
学
文

が
言
え
る
。
た
だ
し
、

う
し
』
の

二
〇
〇
一

同
時
期

希
望
制
だ

近
年
、

な
ど
一
連

れ
て
き
た

の
関
わ
り

学
社
、
一

中
学
・
高
校
の
国

、
私
が
め
ざ
し
て

な
こ
と
で
も
、
無

感
を
満
た
す
も
の

見
は
、
外
的
に
は

と
実
感
的
に
語
り

拙
稿

九
九
六
年

授
業
（
二

九
五
年
一

教
材
と

含
め
、
鶴

九
九
三
年

〇
〇
〇
年

難
波
博

に
な
る
こ
と
、
が

の
領
域
に
す
べ
て
、

、
端
的
に
は
、
指

た
ち
の
姿
を
想
起

が
収
載
さ
れ
な
く

な
い
と
い
う
状
況

そ
こ
で
め

あ
っ
た
か

に
目
を
向

こ
の
学

卒
業
後
の

附
属
幼
稚

マ
）
に
設

講
座
の
時

場
合
｜
｜
」（『
文
学
の
力
×
教
材
の
力

小

年
）。

に
社
会
科
指
導
法
で
も
模
擬
授
業
が
実
施
さ

っ
た
由
で
、
教
壇
に
立
つ
の
は
一
部
の
学
生

齋
藤
孝
の
『
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語

の
著
作
が
あ
り
、
内
容
の
是
非
は
い
ま
措
く

観
は
あ
る
。
ま
た
、
い
ま
本
稿
と
直
接
関
係

と
い
う
点
で
、
竹
内
敏
晴
の
『
こ
と
ば
が

九
七
五
年
）
な
ど
一
連
の
著
作
が
あ
ら
た
め

「
鎌
田
敏
夫
『
会
い
た
い
』
の
授
業
」（『
同
志

一
月
）、
同
「
現
代
の
歌
物
語
を
書
く
｜
｜

）
｜
｜
」（
大
谷
中
学
校
・
高
等
学
校
『
研

二
月
）。

し
て
の
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
に
つ
い
て
は
、
受

田
清
司
『「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の
〈
解
釈

と

）
や
、
府
川
源
一
郎
『「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
を

）
に
詳
し
い
。

孝
「『
文
学
』
を
教
材
と
し
て
授
業
す
る
こ 三

ざ
さ
れ
て
い
た
の
は
中
学
校
・
高
等
学
校
の

ら
、
学
生
た
ち
は
少
な
く
と
も
教
科
教
育
と

け
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
と
思
う
。

年
ま
で
は
全
員
の
二
免
許
取
得
が
原
則
で
あ

希
望
進
路
を
反
映
し
た
も
の
だ
。
唯
一
の
違

園
に
出
向
い
て
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
機
会

定
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
な
お
、
小
学
校

間
を
割
い
て
、
前
期
中
に
一
度
だ
け
附
属
幼

学
校
編
四
年
』、
教
育
出
版
、

れ
た
が
、
二
〇
〇
三
年
度
は

に
限
ら
れ
て
い
た
。

』（
草
思
社
、
二
〇
〇
一
年
）

と
し
て
、
音
読
が
見
な
お
さ

な
い
が
、
こ
と
ば
と
か
ら
だ

劈
か
れ
る
と
き
』（
思
想
の
科

て
注
目
さ
れ
る
。

社
国
文
学
』
第
四
三
号
、
一

鎌
田
敏
夫
『
会
い
た
い
』
の

究
紀
要
』
第
三
二
号
、
一
九

容
史
や
教
材
研
究
史
な
ど
も

〈
分
析
』（
明
治
図
書
、
一

め
ぐ
る
謎
』（
教
育
出
版
、
二

と
へ
の
疑
問
｜
｜
『
白
い
ぼ

七
二国

語
科
教
員
免
許
の
取
得
で

い
う
分
野
で
は
国
語
科
だ
け

っ
た
か
ら
、
コ
ー
ス
分
け
は

い
は
、
幼
稚
園
コ
ー
ス
の
み

が
時
間
割
（
前
期
・
週
一
コ

コ
ー
ス
は
事
前
事
後
指
導
の

稚
園
の
参
観
に
赴
い
た
。


